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会 議 録 
会 議 の 名 称 令和７年度第１回坂戸市健康なまちづくり審議会 

開 催 日 時 令和７年７月２５日（金） １３:３０～１４：４０ 

開 催 場 所 坂戸市立市民健康センター機能訓練室 

会 長 の 氏 名 金子嘉徳 

出席者（委員）の 

氏 名 ・ 出 席 者 

伊利元 川畑著洋 山王丸靖子 金子嘉徳 中垣順子  

新谷源大 谷合順子 助川文子       

８名  

欠席者（委員）の 

氏 名 ・ 欠 席 者 

飯塚智規 中西明美 深井智子 志村和人 倉知晃 

５名 

傍 聴 者 数 １名 

事 務 局 職 員 の 

職 ・ 氏 名 

坂戸市長 石川清 

こども健康部長 井上晋 

こども健康部次長 三谷良昭 

こども健康部副参与兼市民健康センター所長 有田さおり 

市民健康センター副所長 片桐美佳 

市民健康センター所長補佐 前川由里 

市民健康センター母子健康係主任 髙橋貴沙羅 

市民健康センター健康政策係主事 相川佳奈 

市民健康センター健康政策係主事 本澤由梨佳 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 審議事項 

（１）坂戸市健康なまちづくり条例の策定に係る諮問書の交付 

（２）令和６年度第３次坂戸市健康なまちづくり計画に係る事業の取組

状況【資料１】 

（３）第３次坂戸市健康なまちづくり計画に係る事業【資料２】 

４ その他 

  第２回坂戸市健康なまちづくり審議会の日程について 

５ 閉会 

配 布 資 料 

令和７年度第１回坂戸市健康なまちづくり審議会次第 

坂戸市健康なまちづくり審議会委員名簿 

坂戸市健康なまちづくり条例策定スケジュール（案） 

さかど葉酸カレー開発プロジェクト趣旨説明 

【資料１】 令和６年度第３次坂戸市健康なまちづくり計画に係る事業

の取組状況 

【資料２】 第３次坂戸市健康なまちづくり計画に係る事業 

 議事の経過 

発 言 者 議題・発言内容・決定事項 

進 行（事務局） １ 開会 

会 長 ２ あいさつ 

進 行（会 長） 
３ 審議事項 

（１） 坂戸市健康なまちづくり条例の策定に係る諮問書の交付 
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会長へ市長より諮問書を交付 

坂戸市健康なまちづくり条例の策定について説明 

委  員 意見なし 

事 務 局 審議事項３（２）～（３）について説明 

委 員 
公園の遊具について、事故が発生し取り外す事例があると聞いている

が、健康遊具の維持で元々あったものを減らした事例はあるか。 

事 務 局 
市内に公園は１２２ヶ所あり、健康遊具を１２公園に設置しているが、

そのために撤去したということは聞いていない。 

委 員 
健康増進計画の７１番の市民生活課のコミュニティづくり推進事業の、

具体的な取り組み例を紹介していただきたい。 

事 務 局 後日回答する。 

委 員 

Ｃ・Ｄ評価の事業について、その事業が必要か再検討いただきたい。ま

た、健康に対する貢献度が予算によってどの程度違うのか、指標を設け

て検討してほしい。「設定なし」など評価指標がないものは、なぜ設定

していないのか。新規事業を実施する分、他の事業は減らすのか。 

事 務 局 

新規事業には、昨年度と開催場所が異なる事業や、昨年度の事業内容を

踏まえた上で更に発展した内容に変更されたものも含まれている。今回

新規で挙げた事業を、来年度は基本指針に沿った内容にし、事業の入れ

替えも検討するよう各課に共有する。Ｃ・Ｄ評価の事業だが、大半は存

続を予定している。今後、実績を見ながら存続については再考する。予

算との関連については、評価方法などを検討していく。指標の設定がし

づらい事業は「設定なし」としている。 

委 員 
毎年歯科医師による講話をしているが、講師の負担軽減のため、事前に

テーマの候補を教えていただきたい。 

事 務 局 検討する。 

事 務 局 

本日欠席の中西委員から、食育に関して２つご意見をいただいた。まず

１１番の食育プログラムで、評価指標が「設定なし」になっているが、

食育プログラムのメンバーである中西委員の方で継続的に調査評価をし

ているため、評価を設けてもよいのではというご意見である。担当課で

ある教育センターからは、来年度の計画から検討すると回答があった。

次に、２５番から３０番の事業で、保育園で野菜の栽培をとおして感謝

の念を育成する事業について、小学校でも同様の学習をしており、事業

として挙げられるのではというご指摘である。担当課である教育センタ

ーからは、計画に挙げるかは今後検討すると回答があった。 

委 員 外国人を対象とした事業は実施しているか。 

事 務 局 

健康センターでは、外国人の妊婦の方に多言語の母子健康手帳を準備し

ている。また、窓口では多言語翻訳機を使用し対応している。市の公式

Youtubeチャンネルで離乳食の作り方や沐浴の手順などの動画も配信して

いるため、参考にしてもらいたい。外国語対応の母子健康手帳は取得率

が高い。具体的な数字については、後日お伝えする。 

事 務 局 その他 説明 

事 務 局 以上で、令和７年度第１回坂戸市健康なまちづくり審議会を閉会する。 

 


